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(掛hel1Li
文淵市民通

平
地
区
が
二
連
覇

平
成
何
年
度
の
市
民
運
動
会
が
叩
月
間
日
(
日
)
、
徳
森

公
園
、
ク
ラ
ウ
ン
ド
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
平
地
区
で
、

2
年
連
続
2
回
目
、
全
ロ
種
目
中

6
種
目
で

1
位
と
な
り
、

1
4
6
点
を
獲
得
し
ま
し
た
。

準
優
勝
は
柳
沢
地
区
、

3
位
は
新
谷
地
区
、
前
年
8
位
か

ら
今
年
5
位
に
躍
進
し
た
八
多
喜
地
区
に
努
力
賞
、
す
ば

ら
し
い
応
援
を
披
露
し
た
久
米
・
菅
田
・
八
多
喜
の

3
地

区
に
特
別
賞
、
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

企声援を受けながらバトンをつなぐ小学生リレーの走者たち

ぶa ' 
企よかったね l 一番乗りの笑顔(八ô);



届歩
.合

企ウ~ もっと引っばってェ~

企神様、私に昧方して

総合成績
地区名 前年度

順位得点

優勝

準優勝

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

11位

12位

13位

14位

146 平 優勝

126 柳沢 4位

118 新谷 3位

115 菅田 準優勝

105 八多喜 8位

99 ニ善 6位

86 平野 5位

80 久米 7位

80 肱北 10位

79 肱南 9位

70 大川 11位

69 南久米 12位

54 上須戒 14位

50 喜多 13位

~ .-・~ -
\ι~... ~ 

穫量お@:

...がんば.ります l ...まっすぐ転がるかなあ? ...後ろのみんなボール取ったかァ~

平成14年度市民運動会成績
玉入れ ポテトレース 綱引き ポール送り 和気あいあいシーソーでポンメジシンポーlレリムころがし 信号ゲーム コルフ競争 男子リレー 女子リレー

順位得点 順位得点 順位得点 順位得点 順位得点 順位得点 順位 得点 順位得点 順位 得点 順位得点 順位 得点 順位得点

① 14 ⑫ 3 ① 14 ① 14 ② 13 ⑦ 8 ② 13 ① 14 ② 13 ③ 12 ① 14 ① 14 

④ 11 ② 13 ③ 12 ④ 11 ⑤ 10 ④ 11 ③ 12 ③ 12 ① 14 ⑨ 6 ⑬ 2 ③ 12 
⑤ 10 ① 14 一回戦 9 ⑤ 10 ③ 7 ② 13 ① 14 ④ 11 ③ 7 ⑤ 10 ⑪ 4 ⑤ 9 
② 13 ③ 12 一回戦 9 ⑦ 8 ① 14 ⑪ 4 ⑦ 8 ② 13 ⑩ 5 ⑦ 8 ② 13 ⑦ 8 

⑨ 6 ⑩ 5 一回戦 6 ③ 7 ③ 12 ③ 12 ⑤ 10 ⑦ 8 ⑤ 10 ⑥ 9 ⑥ 9 ④ 11 

⑥ 9 ④ 11 ② 13 ⑫ 3 ⑬ 2 ③ 7 ⑥ 9 ③ 7 ⑨ 6 ③ 7 ③ 12 ② 13 

③ 7 ⑥ 9 ④ 11 ② 13 ⑦ 8 ⑥ 9 ⑨ 6 ⑪ 5 ⑫ 3 ⑪ 4 ⑦ 8 ⑫ 3 

⑦ 8 ⑪ 4 一回戦 6 ⑪ 5 ⑪ ① 14 ③ 7 ⑬ 2 ⑦ 8 ② 13 ⑩ 5 ③ 7 
③ 12 ⑭ 1 一回戦 6 ③ 12 。4 ⑩ 5 ⑩ 5 ⑭ ④ 11 ⑫ 3 ⑤ 10 ⑤ 10 
⑪ ⑤ 10 一回戦 9 I @ 4 ⑩ 5 ⑨ 6 ④ 11 ⑪ 4 ③ 12 ⑬ 2 ④ 11 ⑪ 4 
⑪ 4 ⑦ 8 回戦 9 ⑨ 6 ④ 11 ⑫ 3 ⑬ 2 ⑥ 9 。4 ④ 11 ⑭ ⑬ 2 

⑫ 3 ③ 6 一回戦 6 ⑬ 2 ⑨ 6 ⑬ 2 ⑫ 3 ⑨ 6 ⑥ 9 ① 14 ⑤ 6 ⑨ 6 

⑬ 2 ⑬ 2 一回戦 6 ⑭ ⑥ 9 ⑤ 10 ⑪ 4 ⑤ 10 ⑪ ⑩ 5 ⑫ 3 ⑪ 
⑩ 5 ③ 7 一回戦 6 ⑥ 9 ⑫ 3 ⑬ ⑪ ⑫ 3 ⑬ 2 ⑪ ③ 7 ⑪ 5 

~ 

命

z、て I r 

2 ・・
5 

Aふんば‘りが大事!



広報おおず 2∞212月号

年末年始は、

市の庁舎窓口や各種施設が、混雑します。

業務の内容をよく確かめましょう。

市
役
所
の
窓
口
業
務

A

マ
戸
籍
(
出
生
・
死
亡
)
等
の
届
け
出

閉
庁
期
間
中
の
戸
籍
な
ど
の
届
け

出
は
、
市
役
所

(
本
庁
)
の
宿
日
直

者
が
書
類
を
受
け
付
け
、
市
民
課
で

後
日
審
査
し
ま
す
。

A
V
会
計
事
務
(
支
払
い
・
収
納
)

閉
庁
期
間
中
は
お
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん
。

Z
=
由
一

=
由
一

a-急用の
場
合

宿
日
直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ご
用
件
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
宿
日
直
者
で
は
対
応
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。ゴ

ミ
の
収
集
な
ど

A
V
燃
や
す
ゴ
ミ
/
燃
や
さ
な
い
ゴ

ミ
/
有
害
ゴ
ミ
/
資
源
ゴ
ミ

(
缶
・
ビ
ン
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル

・
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
)

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
は
「
年
末

年
始
の
業
務
カ
レ
ン
ダ
ー
」
(
左
表
)

の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
が
お
持
ち

の
「
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
併

せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

A
V
資
源
ゴ
ミ
(
古
紙
類
)

通
常
の
古
紙
収
集
予
定
日
が
1
月

1
日
か
ら

3
日
ま
で
に
あ
て
は
ま
る

地
区
は
、
ロ
月
中
に

2
回
収
集
し
ま

す
。「
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

市

立

大

洲

病

院

薬
な
ど
が
年
末
年
始
に
な
く
な
り

そ
う
な
と
き
は
、
年
内
診
療
期
間
中

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
立
図
書
館
・
市
立
博
物
館

年
始
は
1
月
7
日
(
火
)
か
ら
開
館

し
ま
す
。
A-お願
い

返
し
忘
れ
な
ど
で
返
却
期
日
を
過

ぎ
た
本
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
年
内

に
図
書
館
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

郵
便
受
箱
や
表
札
の

設
置
に
ご
協
力
を
!

大
洲
郵
便
局
で
は
、
年
末
年
始
を

迎
え
、
郵
便
物
の
配
達
誤
り
防
止
、

迅
速
な
配
達
、
安
全
保
護
な
ど
に
効

果
の
高
い
郵
便
受
箱
、
表
札
設
置
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
郵
便
局
公

@
3
8
3
0

坊
の
世

嚇
れ
か

冨

昌

司

，

円

H
H

b
a
v

骨
夫

側

ぉ

AOZ 

4
S
・

J

・4帽
E
E

国
民
年
金
推
進
員
の
設
置
に
つ
い
て

-

平
成
H
年
4
月
か
ら
国
民
年
金
保

田
険
料
の
収
納
が
、
市
町
村
か
ら
国

(
社
会
保
険
事
務
所
)
へ
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
(
保
険
料
収
納
以
外
は
、
従

-
前
ど
お
り
市
町
村
で
取
り
扱

っ
て
い

-
ま
す
。)

-

ま
た
、
国
民
の
年
金
権
確
保
や
保

田
険
料
収
納
対
策
の

一
環
と
し
て
、
新

一
た
に
社
会
保
険
事
務
所
に
「
国
民
年

-
金
推
進
員
」
を
設
置
し
、
国
民
年
金

一
保
険
料
の
納
付
指
導
な
ど
に
あ
た
る

一
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
愛
媛
県
で
は
、

.
お
人
の
国
民
年
金
推
進
員
が
活
動
し

一
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
推
進
員
の
身
分
は
「
非

一
常
勤
の
国
家
公
務
員
」
で
、

夜
間
・

休
日
も
業
務
を
行
い
ま
す
。

-
取
り
扱
う
業
務

一
I

制
度
の
説
明

E
2

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
指
導

.

及
び
収
納

3

口
座
振
替
依
頼
書
の
受
理

一4
免
除
申
請
書
等
届
書
の
受
理

そ
の
他

「
5 

4 

国
民
年
金
推
進
員
は
、

身
分
証
明
J

書
を
携
帯
し
て
国
民
年
金
保
険
料
の

一

納
め
忘
れ
が
あ
る
人
な
ど
の
自
宅
に

-

直
接
お
伺
い
し
ま
す
。

一

年
金
制
度
や
「
国
民
年
金
推
進
員
」
E

の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協

一

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

電
話
に
よ
る
保
険
料
納
付
な
ど
の

一

ご
案
内
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
人
な

一

ど
に
、
電
話
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

回

す
。

一

ま
た
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な

一

く
便
利
で
安
心
な
「
口
座
振
替
」
や
E

お
得
な
「
保
険
料
前
納
制
度
」
の
ご

一

案
内
も
し
て
い
ま
す
。

回

連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
、
夜
間
・

一

休
日
に
も
お
電
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

圃

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

一

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

1

ご
注
意
く
だ
さ
い

!
l
i
l
-
-
J
-

最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
を
名
乗

一一

り
、
ご
家
族
の
勤
務
先
や
電
話
番
号
一-

を
聞
き
出
す
不
審
な
電
話
が
相
次
乙

一

で
い
ま
す
。
ま
た
、
架
空
の
団
体
名
一E

(全
国
社
会
保
険
事
務
セ
/
タ
l
、
全
一一

国
健
康
保
険
管
理
組
合
業
務
セ
/
タ

一一

ー
な
ど
)
を
名
乗
る
場
合
も
あ
り
ま

一-

す
。
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
こ
の

一一

ょ
っ
な
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
せ

一回

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一一

不
審
な
電
話
を
受
け
た
場
合
は
、

一一

回
答
し
な
い
で
、
す
ぐ
に
社
会
保
険
一E

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一

一

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

-

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

一

色

0
8
9
・
9
2
5
・
5
1
0
5

-

E

E

E

B

E

E

E

L

 



広報ああず 200212月号

| 年末年始の業務カレンダー
そのイ也
(7日以降)

1/6 
(月)

課

当

民

担E吉

市η
ζ
 

A
斗nt
 
付

一届

+父

一

・

の
一
入

等
一-
E

籍
一車

一戸

一
・

時
一出

印

一住

一転

戸

市
役
所
窓
口

電

明

務

~iE 鑑

業

課言十

出

会計事務(支払い・収納)124-21111会

届籍

館 124-44191市立図書館

ムL

おおず赤煉瓦館

院 124-21511市立大洲病院

館 124-41071市立博物館

荘 124-37591臥龍山荘イヒL旦
おおず赤煉瓦館 124-1281

市

健|総合福祉センター

病

書

物

山

洲

図

↑導

大

JL 

音巨

JL 

市

「
市
文

••••••••••• 

E歪璽R 盃両ιヲE正茸IJg.;

館 124-62551総合体育館h. 
Eコ

肱陵苑(斎場)fi59-1581 

環l燃やすゴミの収集
'燃やさないゴミの収集

境l有害 ゴ ミ124-21111保険環境課
資源ゴミ (缶・ビン・発泡

スチロール・ペットボトル)

衛l古紙類の収集

燃やすゴミの焼却 126-16151環境センタ一

生ト一一一
埋立

し尿の

コ ミ124-70531不燃物埋立地
くみ取り 125-10101汲取り受付セント

仁二二コ…通常業務 一一一一

23-55241運動公園(平野)

23-02941総合福祉センヲー

総
康L
運動公園(平野)

育イ本

5 



広報おおず 200212月号

大洲喜多合併推進協議会だより

大洲市・長浜町 ・肱川町 ・河辺村の4市町村合併を協議する大洲喜多合併推進協

議会の第1回会合が、 10月11日(金)大洲市総合福祉センターで聞かれました。

法定合併協議会の平成15年1月設立を目標に、準備を進めています。

協
議
会
会
長
に
桝
田
市
長
を
選
任
し

提
出
6
議
案
を
す
べ
て
原
案
可
決
し
ま
し
た

第

1
回
合
併
推
進
協
議
会

皆
さ
ん
と
カ
を
合
わ
せ

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

報

昌ユ
CI 

事

項

A
V
最
近
の
市
町
村
合
併
を
め
ぐ
る
動
向

国

・
県
の
法
定
協
議
会
の
設
置

状
況
や
、

4
市
町
村
に
お
け
る
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

A
V
4
市
町
村
の
行
政
比
較

4
市
町
村
の
人
口
・
面
積
や
、

首
長
の
任
期

・
議
員
定
数
と
任
期
、

会
長

(
大
洲
市
長
)
桝

少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、

国
際
化
が
急
速
に
進
む
中
、
様
々
な

分
野
で
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の

対
応
と
し
て
、
市
町
村
合
併
へ
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河

辺
村
で
も
、
こ
の

4
市
町
村
で
合
併

協
議
を
進
め
る
こ
と
で
意
見
が
ま
と

ま
り
、
こ
の
た
び
、
任
音
山
の
「
合
併

推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
合
併
の
協
議
が

始
ま
り
ま
す
。
平
成
日
年

1
月
の

協

議

事

項

第

1
号
議
案
大
洲
喜
多
合
併
推
進

協
議
会
規
約
に
つ
い
て

。
協
議
会
の
協
議
事
項
は
、
法
定
の

協
議
会
の
設
立
、
合
併
に
関
す
る

基
本
調
査
、
そ
の
他
合
併
に
関
す

る
必
要
な
事
項
で
あ
る
こ
と
。

A-協議
会
の
委
員
は
、
大
洲
市
、
長

浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
の
首
長

等
、
議
会
の
代
表
、
八
幡
浜
地
方

れ

局
長
の
口
人
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
。

日
。
協
議
会
の
運
営
に
要
す
る
費
用
は
、

山

4
市
町
村
が
負
担
し
、
全
体
額
の

-

3
八刀の

1
を
均
等
割
、
残
り
の

3

-》
分
の

2
を
人
口
割
と
す
る
こ
と
O

M

第

2
号
議
案
役
員
の
選
出
に
つ
い

iw
 

-
d

て

-
a

・

法
定
協
議
会
設

ナ

委
員
の
互
選
に
よ
り
、
会
長
に
桝

・@

l
l

立
に
向
け
、

4
市
町
村

w

回
大
州
市
長
、
副
会
長
に
西
団
長
浜

の
歴
史
や
暮
ら
し
を
尊
重
し
合
い
、

ハ

町
長
、
久
保
田
肱
川
町
長
、
稲
田
河

譲
り
合
い
な
が
ら
島
塾
に
議
論
し
て

…
辺
村
長
が
、
監
事
に
土
口
岡
大
洲
市
議

い
き
ま
す
。

ー…
会
議
長
、
東
長
浜
町
議
会
議
長
が
選

今
後
、
協
議
会
で
の
協
議
内
容
な

刊一
任
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
情
報
を
積
極
的
に
お
知
ら
せ
し
、

・

第

3
号
議
案
平
成
同
年
度
事
業
計

-w
 

各
市
町
村
の
住
民
の
皆
さ
ん
や
議
会

川

画
(
案
)
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
十
分
お
聞
き
し
た
い
と

ω

次
の
事
業
計
画
が
原
案
の
と
お
り

ω
 

思
い
ま
す
。
将
来
、
こ
の
地
域
が
豊

w

承
認
さ
れ
ま
し
た
o

-

か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う

ω

【
平
成
同
年
度
事
業
計
画
】

に
今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
A

マ
推
進
協
議
会
、
幹
事
会
、
専
門
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

w

会
長
・
分
科
会
長
合
同
会
の
開
催

平
成
日
年
度
の
財
政
状
況
な
ど
に

つ
い
て
比
較
表
に
よ
り
報
告
さ
れ

土品
1
し
れ
ん
0

A

マ
合
併
特
例
法
等
に
よ
る
特
例
措
置

の
概
要
4
市
町
村
で
合
併
し
た
場
合
の

合
併
特
例
債
、
普
通
交
付
税
・
特

別
交
付
税
、
国
・
県
補
助
金
に
つ

い
て
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

田

輿

大
洲
喜
多
合
併
推
進
協

議
会
の
第
l
回
目
の
会
合

は
、
約
1
時
間
に
わ
た
り

聞
か
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
設
立
準
備

会
会
長
・
桝
田
大
洲
市
長

と
愛
媛
県
八
幡
浜
地
方

局
・
和
気
局
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
「
こ
の
会
は
、
県
内

日
番
目
の
任
意
合
併
協
議

会
。
次
世
代
が
夢
を
持
て

る
地
域
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
次
に
出
席
委
員
が
紹
介
さ
れ
、
役

員
を
選
出
す
る
ま
で
議
事
を
進
め
る

仮
議
長
に
桝
田
市
長
を
選
任
、
長
岡

委
員
(
河
辺
村
)
と
神
井
委
員
(
肱

川
町
)
の

2
人
を
議
事
録
署
名
人
に

指
名
し
ま
し
た
。
議
案
審
議
で
は
、

協
議
会
の
設
立
に
関
す
る
事
項
が
確

認
さ
れ
た
後
、
提
案
さ
れ
た
全

6
議

案
や
優
遇
施
策
が
受
け
ら
れ
る
合
併

重
点
支
援
地
域
の
早
期
指
定
を
県
に

求
め
る
要
望
書
(
案
)
が
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
、
任
意
協
議
会
は
大

洲
市
で
開
催
し
、
法
定
協
議
会
は
会

場
を

4
市
町
村
の
持
回
り
に
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

合併重点支援地域の早期指定を要望

会麗⑫~ヨす
A
V
事
務
事
業
現
況
調
査
の
実
施

。
4
市
町
村
広
報
紙
へ
の
合
併
推
進

協
議
会
だ
よ
り
コ
ー
ナ
ー
開
設

A

マ
先
進
地
視
察
研
修
の
実
施

。
法
定
協
議
会
設
置
に
関
す
る
諸
準

備
第

4
号
議
案

平
成
同
年
度
合
併
推

6 
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広報ああず 200212月号

大洲喜多合併推進協議会だより

合併推進協議会が設置され、 事務事業の現況調査、法定協議会
の設置準備が始まります。(10月11日、市総合福祉センター)

ζ〕

進
協
議
会
歳
入
歳
出
予
算

(
案
)

に
つ
い
て

平
成
比
年
度
合
併
推
進
協
議
会
予

算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

4
7
0
万
円
が
原
案
の
と
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

《平成13年》

2月28日県が「愛媛県市町村合併推進要綱J
を制定。合併の塁本パターンが示される。

' 6月11日 「大洲市 -喜多郡市町村合併検討部

会Jを設置。
会議(全5回)を開催。合併協議の指針となる

「大洲市 ・喜多郡市町村合併検討部会調査研究報

告書」を作成。合併の必要性や、 合併の相手先な

どを問う住民アンケート、住民説明会、住民懇談

会などを各市町村で実施し、合併の枠組みを検討。

• 主な歳入予算(収入)

負
大洲市 2，'705，485同

長浜町 942，529円
主日
肱川町 582，423円
金
河辺村 466，563同

雑 入 3，000円

主な歳出予算(支出)

会議費 360，000同

事務費 2，926，000円

事業推進費 1，150，000円

予備費 264，000円

第
5
号
議
案
合
併
推
進
協
議
会
の

規
程
等
の
制
定
に
つ
い
て

次
の
規
程
等
が
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
運
営
規
程
、
幹
事
会
規
程
、

専
門
部
会
規
程
、
事
務
局
規
程
、
財

務
規
程
、
会
議
の
傍
聴
に
関
す
る
要

綱
、
調
査

・
計
画
等
業
務
委
託
業
者

選
定
委
員
会
設
置
要
綱

第
6
号
議
案
法
定
の
合
併
協
議
会

の
設
立
に
つ
い
て

〈法
定
協
議
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項
〉

。
協
議
会
の
名
称
は
、
「
大
洲
喜
多
合

併
協
議
会
」
で
調
整
す
る
こ
と
0

.
協
議
会
は
、
平
成
日
年

1
月
の
設

立
を
目
指
し
、
同
年

1
月

8
日
に

第

1
回
協
議
会
を
開
催
で
き
る
よ

う
に
調
整
す
る
こ
と
。

av合
併
の
方
式
は
、
新
設
合
併

(い

わ
ゆ
る
対
等
合
併
)
を
基
本
に
協

議

・
調
整
す
る
こ
と
。

(任意)設立準

聞役、合併担

《平成14年》

6月 内吾町、五十崎町が2町合併を表明。

大洲市 ・喜多郡の枠組み(県の墓本パターン)

でなく、 顔の見える範囲での合併を目指す。

このため、 内子町、五十崎町に協議の門戸を開い

たまま、4市町村による具体的な協議を開始。

• その後、 4市町村での合併に関す

る塁本的な方向性が出そろう。

• 9月2日 「大洲喜多合併協議会

備会Jを設置。 4市町村の首長、
当部課長などで組織。

合併協議会設立に対する意思カf明確になり、基本

的な事項について実務レベルでの調整を完了。

' f大洲喜多合併推進協議会Jを設立。

区 分 職 名 氏 名

IZZ L 長 大洲市長 桝田興 一

長浜町長 西田洋 一

副会長 肱川町長 久保田仁之

河辺村長 稲田秀 一

大洲市(監事) 音岡昇平

議会議長
長浜町 (監事) 東 信手Ij

肱川町 渡達弘務

委
河辺村 本 山 清明

大洲市 大森隆雄

i義 % 、 長浜町 岡 孝志

特別委員長 肱川町 神井恵一郎

河辺村 長岡吉男

員 大洲市 松井 健

助 役
長浜町 丸 山 書ー

肱川町 宮田 章

河辺村 河野英昌

八幡浜地方局長 和気政次

大洲喜多合併推進協議会委員

10月11日

そ
の
他
の
事
項

A
V
合
併
重
点
支
援
地
域
の
早
期
指
定

に
関
す
る
愛
媛
県
知
事
陳
情

期
日

平
成
比
年
山
月
日
日
(
火
)

場
所

愛
媛
県
庁

及
び
八
幡
浜
地
方
局

内
容

円
滑
な
市
町
村
合
併
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
合
併
重
点

支
援
地
域
の
早
期
指
定
に
よ
り
、

国
の
市
町
村
合
併
支
援
プ
ラ
ン

や
県
の
単
独
事
業
な
ど
各
種
優

遇
施
策
の
実
施
を
お
願
い
す
る

た
め
、
愛
媛
県
知
事
、
八
幡
浜

地
方
局
長
に
対
し
要
望
書
を
提

出
す
る
。

参
加
者

4
市
町
村
長
(
正
副
会

長
)
、
谷
本
永
年
県
議
(
地
元
選

出)、

4
市
町
村
の
合
併
担
当
課

長
及
び
協
議
会
事
務
局
長

ご意見・ご貰闘を
お闘力喧SLE乏い1.〉
合併に関するご意見 ・ご質問がありましたら、

合併推進協議会事務局までご連絡ください。

大渉1'1喜多合併推進協議会事務局
干795-0012大洲市大洲891番地の1 大洲市民会館3階

TEL 0893-23-0234 FAX 0893-23-0233 

Eメール ozukita@cnw.ne.jp 
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広報おおず 200212月号

12月4日.......10日

平
成

M
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

育
て
よ
う

第54回人権週間

-・圃・・・

人

人
の

大
権
意
識

ー
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
|

ロ
月
4
日
(
水
)
か
ら
叩
日
(
火
)

ま
で
の

1
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
啓
発
活
動
重
点
目
標
の
ほ

か
、
次
の
事
項
を
強
調
事
項
と
し
て

各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

A
V
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

。
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

A
V
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

ょ、っ

av障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

。
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

-
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

.
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

-
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

.
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

-
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

.
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
や
め
よ
う

A
V
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

な
お
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法

務
局
(
怨
⑫
4
1
5
5
)
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員

松
岡
強
(
八
多
喜
町
)
包

@
0
1
3
6

井

上

和

子

(

稲

積

)

宮

@
7
2
0
9

高

岡

政

義

(

五

郎

)

宮

@
3
9
7
1

大
塚
年
男
(
東
大
洲
)
怨
@
5
8
2
9

松

本

忠

行

(

田

処

)

怨

@
5
2
3
5

白

石

美

子

(

阿

蔵

)

怨

@
4
2
7
8

辻
幸
欝
(
菅
田
町
菅
田
)
宮
③

5
0
8
1

奥
島
直
道
(
東
大
洲
)

合
@
1
1
2
7

全
国
中
学
生
人
権
作
文

「
コ
ン
テ
ス
ト
大
洲
地
区
大
会

人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
、
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局
及

び
大
洲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ

る
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
大
洲
地
区

大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
総

数

2
9
6
点
中
、
市
内
か
ら
は
次
の

皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

(
愛
媛
県
大
会
へ
推
薦
)

平
野
中
学
校
3
年

西

出

早

希

「
な
が
さ
れ
な
い
勇
気
と
許
す
心
」

優
秀
賞

肱
東
中
学
校

3
年

松

本

芙

美

子

「
一
人
一
人
が
世
界
の
一
員
」

大
洲
東
中
学
校
3
年

樋

口

ま

ゆ

み

「小
さ
な
輪
か
ら
大
き
な
輪
へ
」

大
洲
南
中
学
校

3
年

押

田

早

矢

香

「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
へ
」

一
人
権
問
題
に
関
す
る

「
総
合
官
時
間
電
話
相
談

相
談
内
容

差
別
問
題
、
児
童
生
徒

の
い
じ
め
・
体
罰
問
題
、
家
庭
問

題
、
近
隣
関
係
等
人
権
問
題
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
(
無
料
・
秘

密
厳
守
)

日
時

ロ
月
4
日
(
水
)

午
前
9
時

1
午
後
9
時

電
話
番
号

(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
通

話
料
無
料
)

宮

0
1
2
0
・
0
2
5
・
5
5
0

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
(
弁

護
士
資
格
の
あ
る
者
も
含
む
)
、
法

務
局
職
員

主
催

松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

8 

教
科
書
無
償
闘
争
の
地
を

訪
ね
て
(
二
)
(
現
地
研
修
会
よ
り

1
9
6
1
年

「
長
浜
地
区
小
中
学

校
教
科
書
を
タ
ダ
に
す
る
会
」
発
足

当
時
、
直
接
関
わ
ら
れ
た
武
田
さ
ん

(
元
部
落
解
放
同
盟
長
浜
支
部
長
、
現

位
歳
)
か
ら
聞
い
た
話
の
一
部
を
要

約
し
て
、
掲
載
し
ま
す
。

(
前
略
)

権
利
意
識
に
目
覚
め
た
母
親
た
ち

の
要
求
を
軸
に
、
憲
法
の
原
則
に
立

つ
無
償
運
動
が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
教
育
委
員
会
へ
の
交
渉
か
ら

始
め
た
が
、
「
憲
法
の
原
則
は
認
め
る

が
、
そ
れ
は
で
き
な
い
」
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
「
あ
る
程
度
の

枠
は
認
め
る
が
、
全
員
と
い
う
の
は

無
理
で
あ
る
」
と
の
再
回
答
で
、
事

態
は
進
展
せ
ず
硬
直
化
し
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
突
然
教
育
委
員
が
「
総

辞
職
」
す
る
と
い
う
不
測
の
事
態
が

起
こ
っ
た
。

そ
う
な
る
と
、
教
科
書
の
な
い
子

ど
も
た
ち
の
学
力
低
下
が
心
配
と
な ....聞き取り学習の様子

り
、
先
生
方
に
無
理
を
言
っ
て
プ
リ

ン
ト
授
業
を
始
め
て
も
ら
っ
た
。
す

る
と
、
「
正
規
の
授
業
を
促
進
す
る

会
」
が
で
き
た
。
我
々
の
運
動
に
反

対
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
学
校
へ

来
て
は
「
国
家
こ
じ
き
じ
ゃ
。
部
落

民
か
、
部
落
の
親
戚
か
、
部
落
の
仲

間
じ
や
ろ
う
」
な
ど
と
嫌
が
ら
せ
を

言
い
、
組
織
を
分
裂
さ
せ
る
行
動
に

出
た
。
市
長
交
渉
で
も
、
当
初
は
「
憲
法

の
中
身
は
わ
か
る
が
、
国
の
施
策
が

な
い
と
そ
れ
は
い
か
ん
ぜ
よ
!
」
と

話
は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
。
こ
れ
を

見
て
、
革
新
議
員
団
の
人
々
が
仲
介

の
労
を
と
っ
て
く
れ
て
、
最
終
的
に

は
、
教
科
書
を
無
償
配
布
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
長
浜
地
区
に

2
0
0
人

の
配
分
枠
を
と
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ

れ
で
、
そ
の
年
の
教
科
書
問
題
は
一

応
終
息
し
、
以
降
、
年
ご
と
に
そ
の

枠
を
増
や
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
長
浜
で
の
運
動
は
微
々

た
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
他
の
団

体
の
協
力
や
そ
の
他
の
支
え
も
あ
っ

て
、
結
局
、
国
が
動
か
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
(
後
略
)

高
知
以
外
に
・
大
阪

・
奈
良
・

京

都
な
ど
で
も
教
科
書
無
償
化
の
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
中
学

校
の
教
科
書
が
無
償
と
な
っ
て
い
る

今
、
こ
う
し
た
長
浜
地
区
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
た
ち
の
熱
い
運
動
が
あ
っ

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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水
上

花
は
死
ん
だ
も
の
の
顔
だ
で
や

死
体
焼
場
の
家
業
を
引
き
継
ぐ
こ

V
主
催

「希

と
に
な

っ
た
主
人
公
・
ふ
じ
子
の
物

V
入
場
料

l
、
り
u
u
F町

語
。
人
間
の
粋
や
情
、
思
い
や
り
、

V
入
場
券
販
売

フ
崎
雑
品

そ
し
て
生
き
て
い
く
勇
気
と
活
力
を
オ
ズ
メ
ツ
セ
幻
「
晴
需

与
え
て
く
れ
る
作
品
で
す
。

福
祉
協
議
会
、
裁
判
団

V
日

時

ロ

月

7
日
(
土
)

社
会
福
祉
課

一趨

開
場
:・
午
後
6
時

問
い
合
わ
せ
先

回

開
演
・
:
午
後
6
時
却
分

「希
望
舞
台
」
実
行
委
関

V
会
場

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

(

鳴

滝

・

兵

頭

)

宮
@
4

ト

ー

募

集

内

容

・6

.

v
入
国
の
資
格

f
J

①
大
洲
市
に
住
ん
で
い
る
人

場
+
‘
【

②
満
4
歳
児

(
平
成
叩
年
4
月
2
日

J
'
-

1
平
成
日
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)

¥

d
F

及
び
満
5
歳
児

(
平
成
9
年
4
月

島
円
』
一

2
日
1
平
成
凶
年
4
月
1
日
生
ま

f

れ
)

喧
宮
門

V
募
集
人
員

4
a，
幼

稚

園
児
募
集
状
況
(
下
表
)
の

骨

軍

隊

と

お

り

で

す

。

霞
障
問

V
提
出
が
必
要
な
書
類

ィ

入

園

願

書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

書
類
は
、
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
o

v
入
園
申
し
込
み

入
園
願
書
を
ロ
月
日
日
(
火
)
か

ら
ロ
月
初
日

(
金
)
ま
で
に
入
園
を

希
望
す
る
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

12月10日--20日

市宜幼稚園児を

募集期間

•••••• 

幼稚園児募集状況

幼稚園
募集人員 問い合わせ先

4歳児 5歳児※ 電話 場所

大洲幼稚園 35 70 24-3565 大洲715

喜多幼稚園 70 105 24-2266 東大洲85-1

久米幼稚園 35 35 23-2796 阿蔵甲579-1

平野幼稚園 35 35 23-2889 平野町平地28

M
M
月

1
目
、
愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
松
山
市
東
川
町
に
オ
ー
プ
ン

5歳児の募集人員は、現在の在園者を含んだ人数です。

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

動
物
に
関
す
る
問
題
を
解
決
し
、
住

み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
主
に

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い
ま
す
。

O
動
物
を
愛
護
す
る
業
務

・
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
教
室

.
犬
の
し
つ
け
方
教
室

・
犬
、
猫
の
譲
渡

・
各
種
施
設
を
訪
問
し
て
の
動
物

と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

・
動
物
飼
育
相
談

。
動
物
を
管
理
す
る
業
務

・
負
傷
動
物
の
治
療

・
犬
、
猫
の
引
取
り

・
収
容
動
物
の
管
理
処
分

・
開
館
時
間

午
前
8
時
却
分
i
午
後
5
時

主主「一

ム、時iざ:昇写弘美ポ ~ 

愛媛県動物愛護センター
付着造)木造友ぴ鉄筋コンクリー卜平屋建て
(駐車場)約70台 (総事業費)約131.意4千万円

A-休館
日

月
曜
日

(月
曜
日
が
休
日
の
場
合

は
直
後
の
休
日
で
な
い
日
)

年
末
年
始
(
ロ
月
お
日
1
1
月
4

日
)
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

2
0
8
9
・
9
7
7
・
9
2
0
0

※ 

-
取
り
次
ぎ
場
所

大
洲
市
不
燃
物
埋
立
地
(
大
洲
市

長
谷
)

-
取
り
次
ぎ
日
時

毎
週
月
曜
日

午
後
1
時
i
午
後
4
時

※
時
間
外
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
0

.
取
り
次
ぎ
休
日

-
第
5
月
曜
日

・
火
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
日
の
月
曜
日

-
年
末
年
始

(ロ
月
お
日
1
1
月

4
日
)

A
V
お
願
い

・
猫
は
必
ず
破
れ
な
い
袋
な
ど
に

入
れ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
0

.
袋
が
必
要
な
人
は
保
険
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

官

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
6
)

9 
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優県

長そ~ ~寺
山 2色
柳哀 を
;疋幸;生 w 

T t/ 
字 た /
校 教 l
育 ¥

小
規
模
校
の
特
性
を
生
か
し

た
学
校
s

つ
く
り
を
テ
1
マ
に
愛
媛

県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
が
日
月

口
日

-
M
日
の
両
日
、
生
名
村

小
・
中
学
校
(
越
智
郡
)
を
主
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
事
例
発
表
や
講
演
の
ほ
か
、
県
内

の
優
良
校

5
校
、
教
員

9
人
が
表
彰
さ
れ
、
こ
の

う
ち
、
市
立
柳
沢
小
学
校
(
米
沢
良
幸
校
長
・
右

写
真
、
児
童
数
白
人
)
が
県
教
育
長
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
柳
沢
小
学
校
で
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
(
県

天
然
記
念
物
)
の
飼
育
、
郷
土
芸
能
・
藤
縄
神
楽

の
伝
承
な
ど
の
地
域
交
流
活
動
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
情
報
活
動
な
ど
、
小
さ
な
学
校
の

特
色
を
生
か
し
た
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

モミ震そfヲ空デ 献を一
表
林
水
乏
大
正
系
都

梶
谷
達
男
さ
ん
(
上
須
戒
)

「
統
計
の
日
」
の
叩
月
日
日
、
ピ
ュ
ア

フ
ル
松
山
(
松
山
市
宮
田
町
)
で
記
念
式

典
が
あ
り
、
農
林
水
産
統
計
の
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
県
内
出
の
個
人
・
団
体
に
農

林
水
産
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
梶
谷
達
男
さ
ん
・

二
宮
豊
林
さ
ん
の

2

人
は
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家
と
し
て
、

叩
年
間
に
わ
た
り
毎
日
の
現
金
収
支
、
農

作
業
の
労
働
時
間
な
ど
を
詳
し
く
記
録
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
農
産
物
の

価
格
安
定
、
農
業
経
営
の
改
善
な
ど
、
農

業
施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

表
林
水
産
大
正
生
木
部

二
宮
豊
林
さ
ん
(
上
須
戒
)

10 

は芸参ZZ宇家史 君皇大宮 完工大震 1月13日(月)成人の日 dt j 
j守善事宇 t語票日 与え望書 一員盟会 午後1時から 力丸
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日
月
幻
日
か
ら

ア
イ
デ
ア
作
品
、
が
い
っ
ぱ
い

夏
休
み
を
利
用
し
て
小
学
生
の
皆

さ
ん
が
観
察
し
た
こ
と
や
実
験
し
た

こ
と
な
ど
を
ま
と
め
た
作
品
の
中
か

ら
優
秀
な
も
の
を
集
め
て
展
示
し
て

い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品

が
展
示
さ
れ
、
小
学
生
た
ち
が
ど
ん

な
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
ど
の
よ
う

に
調
べ
て
い
っ
た
か
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。

作
品
展
で
は
、
今
年
度
柳
沢
小
学

校
で
聞
か
れ
た
大
洲
市
理
科
作
品
展

に
出
品
さ
れ
た
も
の
や
愛
媛
県
理
科

作
品
展
の
入
選
作
品
を
同
時
に
展
示

し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

V
期
間

口
月
幻
日
(木
)
1
ロ
月
8
日
(日
)

V
場
所

市
立
博
物
館

V
時
間

午
前
9
時
1
午
後
4
時
却
分

V
休
館
日
月
曜
日
、
祝
祭
日

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館

(5
階
特
別
展
示
室
)

合
⑫
4
1
0
7

-R乱軍
喧

牢

時

-
p
t

，t
F
t可
喧

軍

占
同

占
胃岳同占胃合

-R -同-R -R 
占
圃

t
F
4
p
t申

t
F
-
F
喧
R

t
牢

-

即

時

世

有

毒

毒

湯

量

申

t
F
*
-
F
-
p
-
F
司

軍

司

牢

喧

牢

喧

牢

喧

牢

固

守

先
進
地
視
察
で
新
し
い
発
見
!

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

挙

9
月
日
目
、
大
洲
市
生
活
文
化
女
午
後
か
ら
は
、

「道
の
駅
」
な
ど

4

性
塾

(第
3
回
学
習
会
)
で
は
、
視

4
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

一一

野
を
広
め
る
た
め
、
西
予
地
域
の
各
農
業
活
性
化
の
た
め
に
つ
く
ら

し

施

設

を

訪

問

し

ま

し

た

。

れ

た

メ

ロ

デ

ィ

ラ

イ

ン

沿

い

の

与

「
道
の
駅
瀬
戸
町
農
業
公
園
」
、
東

辱

知
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

宇
和
4
町
と
農
協
な
ど
で
組
織
す

与

伊
方
原
子
力
発
電
所
で
は
、
実
際
る
第
3
セ
ク
タ
ー
「
ど
ん
ぶ
り
館
」
、

与

マ
ポ

翠
M
出
叫1
寸

|一

た

に
施
設
内
を
見
学
農
業
や
交
流
の
関
連
施
設
と
商
業

辱

Z
5
0ハ
回

開

聞

て

し
ま
し
た
。
原
子
施
設
が
集
ま
っ
た
道
の
駅
「
清
流

与

一

司……

¥
に
胡
附
酬
を

ほ

炉
の
仕
組
み
、
安
の
里
ひ
じ
か
わ
」
、
大
洲
の
観
光

与

J
伊
種
明
胸
単

一
洋

全
対
策
な
ど
に
つ
の
新
し
い
玄
関
口
と
し
て
、
今
年

半

ム

山

Jf朔
臓
障

一
引

い
て
呪
月
を
受

4
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
大
洲
ま
ち

等

弁

ι

議
期
待
時
却
損

一f
l

f

ふ
一陣
間
約
出
新
制
岨
晒
}
りい

け
、
現
在
、

l
号
の
駅
あ
さ
も
や
」
を
訪
ね
、
関

与

ヨ
繁

盛

岡

謀

、一
昨

機、

2
号
機
、

3

係
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
o

与

E

一J
f
1
7
MM
め
澗
統
制

E
ーい

H
E
--i

rn
立
科
悩
臨
附
U
随
一
間一

号
機
の

3
つ

の

発

地

域

活

性

化
に
向
け
た
ま
ち
づ

1

一
で
府
側
同
断
劃
開

一
切

電
施
設
が
営
業
運
く
り
に
対
す
る
各
市
町
の
施
策
や

1

J
Y
議

E
E一
F

転
さ
れ
て
お
り
、
考
え
方
の
違
い
が
見
え
、
有
意
義

1

酔
議

wu一一時
四

国
の
電
気
の
約
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

川

町
長
仁打

42
4割を
供
給
し
て

(大
洲
市
生
活
文
化
女
性
塾
)
山

岳

同

信

者

事

修

復

事

事

告

修

復

事

告

』

軍

事

』

軍

事

事

事

事

告

』

軍

事

告

仮

復

』

軍

事

告

』

軍

事

事

事

国

守

おおずの女性

マ会
VDL.4 

1・

シリーズ

輝「も

藤
樹
完
隼
位
車
載

位1)

「孝
」
に
つ
い
て

③ 

「
孝
」
の
実
践

前
回
は
、
藤
樹
の
孝
の
思
想
を
解

説
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
教
え

を
、
今
、
私
た
ち
が
実
践
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
を

述
べ
て
み
ま
す
。

藤
樹
は
、
「
大
学
」
(
儒
学
の
基
本

か
〈
ぶ
っ

ち

ち

と
な
る
書
物
)
の
「
格
物
致
知
」
の

具
体
的
意
味
を
次
の
よ
う
に
解
説
し

て
い
ま
す
。

「
「
格
物
」
の
「
格
」
は
「
正
す
」
、

ゴ
う
ー
ん

し

ち
ょ
う

「
物
」
は

「
五
事
」
で
、
「
貌
言
視
聴

思
」
を
指
す
。
「
致
」
は
「
至
る
」
、

「
知
」
は
「
良
知
」
で
あ
る
。
」

つ
ま
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

「
孝
」
を
実
践
す
る
に
は
、
「
五
事
を

格
し
て
良
知
に
致
る
こ
と
だ
」
と
教

え
て
い
る
の
で
す
。

五
事
を
正
す

「
貌
言
視
聴
思
」
の
五
事
を
正
し

て
い
れ
ば
、
人
間
的
魅
力
が
だ
ん
だ

ん
身
に
付
い
て
き
て
、
人
々
か
ら
懐

か
し
が
ら
れ
、
慕
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
の
で
す
。

「
貌
」
と
は
、
顔
つ
き
の
こ
と
で

す
。
人
の
心
は
表
情
に
出
ま
す
。
現

代
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
が
多
い
と
、

イ
ラ
イ
ラ
し
た
顔
に
な
り
が
ち
で
す
。

静
か
に
自
分
を
振
り
返
る
時
間
を

つ
く
り
、
和
や
か
な
顔
つ
き
に
な
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
寝
る
前

に

一
日
を
振
り
返
り
鏡
の
前
で
笑
顔

を
つ
く
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
苦
一
己
と
は
、

一言
葉
で
す
。
人
間

関
係
は
言
葉
遣
い
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
こ
と
が
随
分
あ
り
ま
す
。
普
段

か
ら
、
感
じ
の
よ
い
も
の
言
い
を
す

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
子
ど

も
を
叱
る
場
合
で
も
、
相
手
が
受
け

入
れ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ

う
な
心
配
り
と
工
夫
が
大
切
で
す
。

「
視
」
と
は
、
目
付
き
、
ま
な
ざ

し
の
こ
と
で
す
。
心
を
込
め
て
、
温

か
く
人
や
物
を
見
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
物
の
本
質
は
心
で
し
か

見
抜
け
な
い
も
の
で
す
。

「
聴
」
と
は
、

耳
を
傾
け
て
よ
く

聴
く
こ
と
で
す
。
忙
し
い
と
つ
い
つ

い
他
人
の
話
に
は
上
の
空
に
な
り
が

ち
で
す
。
特
に
幼
い
子
ど
も
の
話
に

は
耳
を
傾
け
た
い
も
の
で
す
。

「
思
」
と
は
、
思
い
や
り
で
す
。

相
手
の
立
場
を
考
え
て
、
で
き
る
だ

け
善
意
に
解
し
て
他
人
を
受
け
入
れ

る
努
力
が
大
切
だ
と
い
う
の
で
す
。

藤
樹
心
学
で
は
、
「
自
己
」
と
、

「他
者」

と
の
交
わ
り

(応
事
接
物
)

の
「
事
(
五
事
)
」
を
重
視
し
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
「
貌
・
言
・
視
・

聴
・
思
」
に
気
を
つ
け
る
と
い
う
こ

と
は
、
今
の
世
で
も
大
切
で
す
。
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平成14年11月1日まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 327，028，475円

です。

え 洲城

かわら版

2巳

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大淋|城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係

徹
底
解
剖
!

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事

ー
建
て
方
工
事
編
j

割
れ
が
生
じ
る
た
め
、
原
木
の
状
態

で
く
ん
煙
乾
燥
(
木
材
の
内
外
か
ら

温
め
る
石
焼
イ
モ
の
原
理
)
を
行
っ

て
い
ま
す
。

内線352

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
は
、
天

守
台
の
石
垣
工
事
の
後
、
九
月
中
旬

か
ら
天
守
閣
内
部
の
土
間
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

土
間
工
事
に
は
、
た
た
き
(
三
和

土
)
と
呼
ば
れ
る
工
法
を
用
い
ま
す
。

た
た
き
と
は
、
一
般
に
土
、
石
灰
、

に
が
り
(
主
成
分
一
塩
化
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
)
を
混
ぜ
て
、
た
た
き
固
め
る

土
問
工
法
で
、
今
回
は
、
土
に
山
土

と
マ
サ
土
を
使
用
し
ま
し
た
。
こ
ね

た
た
た
き
を
敷
き
詰
め
、
コ
テ
で
パ

タ
ン
パ
タ
ン
と
均

一
に
な
る
よ
う
た

た
き
込
み
ま
し
た
。

土
間
た
た
き
の
後
、
土
台
す
え
付

け
を
行
い
ま
し
た
。
土
台
に
は
、
樹

齢
百
年
を
超
え
る
秋
田
産
の
栗
材
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
栗
材
は
乾
燥
す

る
と
広
葉
樹
特
有
の
大
き
な
狂
い
や

包 24-2111

土
間
工
事
、
土
台
す
え
付
け
工
事

ι 
企土問工事の様子

、1;:L 
園田園4・aI・

4‘立柱式(槌打の儀)

り
っ
ち
ゅ
う

立
柱
式

土
台
の
す
え
付
け
が
完
了
す
る
と
、

建
て
方
に
入
り
ま
す
。
十
月
四
日
、

工
事
現
場
で
は
建
て
方
の
開
始
に
合

わ
せ
、
大
工
ら
に
よ
る
立
柱
式
が
厳

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
柱
式
と
は
、
工
事
が
順
調
に
進

む
こ
と
を
願
い
、
柱
を
立
て
固
め
る

儀
式
で
す
。
当
日
は
、
大
工
や
設
計

者
な
ど
約
四
十
人
が
参
加
し
、
柱
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

天
守
閣
に
願
い
を
込
め
て

大
洲
城
天
守
閣
に
は
通
し
柱
を
用

い
ま
す
。
通
し
柱
を
も
っ
天
守
閣
は

姫
路
城
な
ど
少
数
で
、
大
洲
城
天
守

見
学
会
を
開
催
し
ま
す

天
守
閣
復
元
工
事
は
年
内
に
一
、

二
階
の
建
て
方
を
終
了
す
る
予
定
で

す
。
そ
こ
で
、
そ
の
様
子
を
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
く
た
め
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

当
日
は
、
担
当
者
に
よ
る
案
内
、

重
要
文
化
財
櫓
の
公
開
、
大
洲
城
の

成
り
立
ち
と
復
元
の
歩
み
を
映
像
化

し
た
「
平
成
の
城
普
請
大
洲
城
天
守

閣
復
元
」
ピ
デ
オ
を
放
映
し
ま
す
。

大
き
な
用
材
が
力
強
く
組
ま
れ
た

天
守
閣
は
圧
巻
で
す
。
貴
重
な
機
会

で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
0

.

期

日

十

二
月
二
十
一
日
(
土
)

及
び
二
十
二
日
(
日
)

午
前
十
時

1
午
後
四
時

(
午
後
三
時
札
止
め
)

大
洲
城
本
丸

.
時
間

A
V
場
所

閣
の
特
徴
の

一
つ

で
す
。
一

1
二
階

み

そ

ま

は

じ

し

き

の
通
し
柱
に
は
、
御
柏
始
め
式
で
伐

採
し
た
如
法
寺
の
桧
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
如
法
寺
の
藤
木
住

職
に
よ
り
天
守
閣
の
無
事
完
成
な
ど

を
祈
願
し
て
、
こ
の
通
し
柱
に
墨
書

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

唱一

建 品~
た

て
方E
工
事

建
て
方
工
事
は
、
十
月
中
旬
か
ら

一
階
部
分
の
工
事
に
入
り
ま
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
に
建
て
方
が
進
む
よ
う
加

ミミ;-Z44
...天守1階から2踏の通し柱

12 

現
在
、
大
洲
城
跡
内
は
工
事
車
両

の
通
行
や
工
事
の
妨
げ
と
な
る
た
め

城
跡
内
の
立
ち
入
り
を
お
断
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
を
防
風
雨
シ

ー
ト
で
覆

っ
て
い
る
た
め
、
外
部
か

ら
工
事
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
十
月
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
復
元
工

事
の
様
子
を
生
中
継
で
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

http://www.city.ozu.ehime.jp 大洲市公式ホームページ

ラ
イ
ブ
中
継
は
、

一
日
中
行
っ
て

お
り
、
大
洲
市
公
式
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
で
は
ラ
イ
ブ
中
継

の
ほ
か
、
近
況
の
報
告
、
か
わ
ら
版

復
元
大
洲
城
な
ど
大
洲
城
天
守
閣
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

工
場
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
木
組
み
の

仮
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
城
郭
建
築

特
有
の
大
き
な
木
材
が
次
々
と
組
ま

れ
て
い
き
、

一
階
の
建
て
方
は
約

一

週
間
で
終
了
し
ま
し
た
。
建
て
方
工

事
は
、
十

一
月
中
旬
か
ら
二
階
部
分

の
工
事
に
入
り
ま
す
。
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10/26 驚き! 不思議? 発見!! 

第6回科学体験フェスティパJLノln大洲が喜多小学校で開催され、市内の小学生など
約4，000人が参加しました。はちみつ入りの石けん水で大きなシャボン玉をつくっ
たり、細長い風船で動物や花の形を作るバルーンア トに挑戦したりしました。

10/6 ほら!うまく稲刈りできたよ 10/24 きれいに花を咲かせましょう

ラ:手払:長溜献血滴圃』
東大洲の研修田で稲刈り体験がありました。この研修田で6月に田
植えをした参加者など家族連れ約80人が鎌を握り、慎重に稲を刈り
取っていました。この日は、約2アールを収穫した後、餅つきなどで
交流を深め、楽しい1日を過ごしました。

大洲市公園等施設管理推進協議会(地域の皆さんや造園業者、市関係

者で組織)では、平成3年から花の植栽を続けています。この日は、肱
北ー緑地公園と肱南 船着場に葉ボタン900株と赤や黄色のパンジ
850株を植え‘花壇の手入れをしました。

企玄関正面に交通安全協会、続いて交通、地

域、会計、 警務の各課があります。

大洲インターチェンジ出入口近くの国道

56号大沙1¥1道路沿いに大洲警察署が移転し

ました。新庁舎は鉄筋コンクリ ト5階建

て、 70台が駐車できます。

A女性用トイレには

ベビーベッド(左)

やベビ シート
(右)カfあり 、マ

マも安心 l

運転免許証の
写真撮影室砂

新しい電話番号 大洲警察署fi25-1111少年相談電話(24時間受付ヤングテレホン)fi25-4976
番号が蛮わりましたのでご注意ください。
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実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

、

O
U
月
3
日

ω
平
成
日
年
日
月
生

{
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
}

O
ロ
月
日
日

ω
平
成
M
年
7
月
生

O
毎
週
火
曜
日
日
時
1
正
午

(m日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

{
難
病
医
療
相
談
}

o
u月
口
日
附

平

成

日

年

5
月
生

O
第

3
火

曜

日

目

時

1
日
時

受
付
時
間

日
時
1
日
時
却
分

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
}

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

O
第
3
金

曜

日

日

時

1
5
時

【
mカ
月
児
育
児
相
談
}

{

H

T

L

v

l
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

o
u月
9
日
開

平

成

比
年
2
月
生

O
月
1
金
曜
日

9
時

l
m時
泊
分

受
付
時
間

9
時
却
分

1
m時

{
女
性
の
健
康
相
談
}

持
参
品

母
子
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

O
第

3
木

曜

日

日

時

1
口
時

パ
ス
タ
オ
ル

{
思
春
期
健
康
相
談
】

劃

酌

劃

~

州

町

公

口

劃

町

山
川
町
恥
町

若

悶

長

猷

措

噺

ゆ

同

酬

は

明

』

-
E

告白
「

寸

法

，

内

、

=

'

い

自

-

:

問
問
咽
市
町
品
一
山
側
一
以
一
同
畑
町

U
m
一
紘
一
部
間
抑
制
m

E

4
外
5
歪
O
F
3

2

1

0

0

E

3

科
2
ヰ
3

6

陣

一
初
一
臣
一
間
一
医
一
附
一
医
一
州
一

醐

一
刊
一
内
一

例
4
整
3
H
2
か一
4
・
上

4
内
5
E
6
眼
4
割

4
H
V
3
野
4

原

2
村

2
1
5
う

2

2

保
2
講
2
戸

2
悶
2
上
2
里
2

菊
岱
石
公
米
包
ご
合
村
合
失
包
三
会
城
公
開
宮
村
合
大
倉

田

四

日

間

伺

佃

附

附

幽

間

口

凶

口

同

口

い

【

口

同

口

日

目

口

い

門

口

M

口

同

口

一

円

口

M

l

l

z

d

E

d

つL
2

d

Q

d

〉

E

P

}

F
、，

T

1

5

、

1
1

今
''』

今

乙

つ

L

t

l

F

4

亡、

E
』

同

月

間

円

白

川

同

円

同

月

間

円

白

川

同

月

日

川

同

月

つ
ι

n

t

つ
ι

つ

乙

今

乙

つ

ι

保健センターft23・031

いきいき-

Life! 
あなたの健康を

サポートします

官
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

-;ltra~j，凶=白区td~~・

【
栄
養
相
談
}
予
約
制

o
u月
日
日
開

相
談
時
間

日
時
1
正
午
、

午
後
1
時

1
3
時

健
康
手
帳

持
参
品
婦
人
が
ん
検
診
の
お
知
5
せ

婦
人
が
ん
検
診

O
新
谷
連
絡
所

ロ
月
日
日
同

ロ
月
刊
以
日
同

ロ
月
日
日
幽

記
歳
以
上
の
人
の
乳
が
ん
検
診
は
、

2
年
に

1
回
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
イ

(
エ
ッ

ク
ス
線
撮
影
)
を
実
施
し
ま
す
。

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所

予
約
制

-E位置民ヨ臣官~Jlß'薗L市圃

O
第
4
木

曜

日

目

時

i
m時

{
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
却
分
1
日
時
加
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知

5
せ

ロ
月
5
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時
l
正
午

加

戸

病

院

日

時

i
u
時
却
分

大
洲
記
念
病
院
日
時

l
m時
却
分

ロ
月
お
日
同

J
A
愛
媛
た
い
き
本
所

叩
時
1
正
午

ア

ク

ト

ピ

ア

大

洲

日

時

l
M
時

ロ
月
お
日
同

松
下
寿
電
子
工
業
側
大
洲
工
場

9
時
却
分

l
m時

ロ
月
お
日
出

オ
ズ
メ

ツ
セ
幻

叩
時
1
日
時
却
分
、

立
時
却
分
l
M山
時

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
日
年
度
献
血
状
況
(
県
内
)

-
成
分
献
血

2
3
、
5
0
0
人

・400凶
3
8
、
8
3
6
人

・200凶
1
9
、
5
9
1
人

さ
ら
に
今
年
度
も
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・ 夜間の急患

なと¥ご相談は、その日の当番

病院まで。

月・火曜日市立大洲病院 (西大洲)

ft 24-2151 

日加戸病院 (若

合 24-5101

大洲記念病院(徳

ft 25-2022 

大洲中央病院 (東大洲)

合 24-4551

宮)

森)日

金~日曜日

曜

曜

水

木

A
M
J
V
 
‘‘.a，
 

-m比例
anH肉〆-nu阿

A
リ
F
M
vav 

d
F
 
4
伊訓聞
F

m
k
月
新
着
図
書

考
え
る
力
を
つ
け
る
た
め
の
「
読
む
」
技

セ
ノ
オ

術

妹

尾

堅

一
郎
著

創
造
力
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ろ
!

ロ
ジ
ャ

I
・

v-
イ
l
ク
著

キ
ム

ヴ
ン
ゾ
プ

親
日
派
の
た
め
の
弁
明
金
完
婆
著

日
本
名
字
家
系
大
事
典
森
岡

浩
著

秘

密

重

信

メ

イ

著

朝
鮮
有
事
を
望
む
の
か
和
田
春
樹
著

プ
ン
メ
イ

戸

籍

っ

て

何

だ

佐

藤

文

明

著

世
界
で
一
番
す
て
き
な
学
級
通
信

イ
ク
イ
ナ
イ
サ
ム

生

稲

勇

著

ア
タ
マ
で
小
学
生
に
勝
て
ま
す
か
?

全
日
本
学
力
向
上
委
員
会
編

中

学

改

造

藤

原

和

博

編

著
ア
ケ
ハ

ン
ダ
イ
ジ

輝
け
る
子

明
橋
大
二
著

接
客
手
話

こ
ど
も
く
ら
ぶ
編

婚
約

・
結
婚
親
の
心
得
と
マ
ナ
l

主
婦
の
友
社
編

ジ
ユ
ラ
シ
ッ
ク
・
ミ
ス
テ
リ
ーゴン
ド
ウ

権
藤
正
勝
著

口
の
中
に
潜
む
恐
怖
D
-
ス
タ
イ
ン
パ

l
グ
著

カ
ラ
ス
の
早
起
き
、
ス
ズ
メ
の
寝
坊

柴
田
敏
隆
著

く
る
ま
⑮
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
牧
野
茂
雄
著

服
地
が
わ
か
る
事
典
野
土
木
和
志
著

い

い

庖

好

き

な

庖

サ

ラ

イ

編

捨
て
ず
に
売
る
!

吉

田

浩
章
著

観

光

に

つ

け

る

薬

島

川

崇
著

リ
ピ
ー
タ
1
を
呼
ぶ
感
動
サ
ー
ビ

ス

坂
本
光
司
著

新
庄
が
「
4
番
」
を
打
っ
た
理
由

タ
ッ
ク
川
本
著

心
に
ひ
び
く
日
本
の
古
典
山
口
博
著

14 

俳

句

は

日

記

岡

本

降

著

は

じ

ま

り

の

島

柳

広

司

著
ン
ン
グ
ウ

異
聞

・
武

蔵

剣

刃

録

新

宮

正

春

著

始

末

屋

稼

業

山

本

甲

士

著

見

え

な

い

橋

吉

村

昭

著

真

珠

婦

人

菊

地

寛

著

コ
1
ス

ア

ゲ

イ

ン

北

方

謙

三

著

キ

ポ
ウ

ア
キ

ト

葉

望

吉

川
明
人
著

ヴ
ア
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
息
子阿
木
慎
太
郎
著

ア
ケ
ノ
テ
ル

ハ

女

神

明

野

照

葉

著

大
川
端

ふ

た

り

舟

千

野

隆

司

著テ
ル

天

の

夜

曲

宮

本

輝

著

愛

人

小

川

竜

生

著

ト

イ

ン
ユ
ウ
ガ
y

そ
れ
で
も
世
界
は
美
し
い
戸
井
十
月
著

ヤ
ン

ソ
ギ
ル

終
り
な
き
始
ま
り
上
・
下
梁
石
臼
著

い
ま
で
も
天
国
に
い
ち
ば
ん
近
い
島

森

村

桂

著

メ
グ
ミ

謝

罪

し

ま

す

八

尾

恵

著

オ

レ

の

借

金

地

獄

安

部

譲

二
著

夜
明
け
の
挽
歌

レ
ナ
l
ド
・
チ
ャ
ン
著

笑
う
未
亡
人

R
-
P
・パ
l
カ
l
著

T 
ボーダーライナーズ
ベーター・ホゥ著

舞
台
は
デ
ン
マ
ー
ク
。
家
庭
や
社
会
に

適
応
で
き
な
い
「
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ナ
ー
ズ」

の
少
年
た
ち
は
、
社
会
復
帰
の
最
後
の
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
舞
台
と
な
る
特
殊
学

校
に
送
り
込
ま
れ
る
。
そ
こ
で
行
わ
れ
る

実
験
に
気
付
き
脱
出
を
試
み
る
が
:
・
。
全

米
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説。

¥
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
/

/
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

¥

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜

-
U
日
・
お
日
1

お
日
・

l
月
1
日
1
6
日



広報ああず 200212月号

森設備
公 25-4023
予屋住設
合 24-2541
丸電工業
fi24-5351 
福水道工事庖
fi24-3656 
三原設備
公 24-3783
塚鉄工所
合 25一0300
甲建設 側
fi24-5914 
南設備
fi25-4684 
アサノ設備
まま24-0783
保 鉄 工所
公 26一0537

(有)いの水道設備
fi24-2216 
佐々木鉄工
fi26一0875

12月22日(日)(有)内田電気水道設備
fi25-2858 

(有)菊地浄化槽センター
まま24-0013
オクダ設備
公 24-3674
7甫建設 側
企 25-5335
西田興産
公 25-2197
宮元建 設
公 25ー 0901
丸電工業
n24-5351 
藤水道庖
公 24-4410
森設備
会 25-4023
上工業 側
fi24-3141 

備)星加水道設備
fi26一0020
本建設工業 側
まま24-5161

惰)南予水道住設
fi23-2352 
宮元建設
公 25一0901
土居鉄工所
まま24-4519
浦建設 側
企 25-5335
戸電業社
合 25-2944

(有)菊地浄化槽センター
fi24-0013 
央建設 側
企 24-3556
本建設工業 (欄
合 24-5161
神田鉄工所
まま24-4122
上工業 株)
公 24-3141

バ
ケ
ツ
稲
栽
培
パ
ネ
ル
展

家
庭
用
バ
ケ
ツ
の
中
で
稲
の
栽
培
に

挑
戦
し
て
い
る
大
洲
小
学
校
2
年
生
児

童
の
学
習
の
様
子
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル

展
で
す
。

日
時

ロ
月
日
日
幽
1
お
日
同

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(1
階
)

問
い
合
わ
せ
先

高
松
食
糧
事
務
所
愛
媛
南
予
支
所

公

@

4
1
9
5

大
洲
商
工
会
議
所
か
う
の

お
知

5
せ

《各
種
検
定
試
験
の
ご
案
内
》

.
簿
記
試

験

日

平
成
日
年
2
月
お
日
間

受
付
期
間

ロ
月
却
日
1
1
月
M
日

.
そ
ろ
ば
ん

試

験

日

平
成
日
年
2
月
9
日
間

受
付
期
間

ロ
月
日
日
1
1
月
8
日

《合
同
就
職
面
接
会
の
ご
案
内
》

ハロ
l
ワ
l
ク
大
洲
の
協
力
の
も
と
、

大
洲
・
喜
多
地
域
を
中
心
と
す
る
企
業

と
求
職
者
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
て

自
由
に
面
接
を
し
て
い
た
だ
く
大
洲

・

喜
多
地
域
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

ロ
月
日
日
附

水道業者の

緊急漏水当番表

4意

伊

12月1日(日)

午
後
2
時
1
午
後
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(東
大
洲
)

4
階
多
目
的
ホ
l
ル

内
容

働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
企
業
の
採
用
担

当
者
と
の
面
接
が
で
き
、
事
業
所
の

求
人
内
容
に
つ
い
て
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
履
歴
書
・
筆
記
用
具
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

場
所

公

@

4
1
1
1

阪
神
・
淡
路
大
震
災

被
災
者
自
立
支
援
金
の
特
例
制
度

支
給
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た

住
宅
が
全
壊
な
ど
し
た
被
災
時
世
帯

主
を
含
む
、
平
成
ロ
年
4
月
お
日
時
点

の
世
帯
が
支
給
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
期
間

平
成
日
年
3
月
末
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
生
活
復
興
課
の
専
用
相
談
電
話

(フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
通
話
料
無
料
)

8
0
1
2
0
・
7
8
・
4
1
3
3

石
油
ス
ト
ー
ブ
の

安
全
な
取
り
扱
い
を
!

av
ス
ト
ー
ブ
の
タ
ン
ク
が
カ

l
ト
リ
ツ

ジ
式
の
も
の
は
、
給
油
後
、
ふ
た
を

確
実
に
閉
め
、
漏
れ
の
な
い
こ
と
を

(有)

(有)

(有)

大

上

久

岡

神

12月7日出

12月8日(日)

12月14日出

12月15日(日)

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

-
灯
油
を
補
給
す
る
と
き
は
、
あ
ふ
れ

出
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
給
油
中
は

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

トふ

、「
ノ
O

L
I
-
-
11
1
11

-
灯
油
の
保
管

B

4
可

一

は
、
金
属
製

ザ
川

V」

か
ポ
リ
エ
チ

¥
l
j
¥

J
く

レ
ン
製
で
安

一

1
4

-

4

と

全
な
容
器
を

M
1
R刊
μ斗
f
ネ

使
用
し
、
必

¥
こ汐

(
=
一
円
一
4
e
=

ず
栓
を
し
っ
一
明
竺

庶

川

μ
|
=

か
り
閉
め
ま

/
紋

」
加
附
組

j
q

l
v

よ、っ。

1

1
1
1
1」

A-保管
場
所
は
、
火
気
を
使
、つ
場
所
か

ら
遠
ざ
け
、
直
射
日
光
を
避
け
た
冷

暗
所
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
地
震
な
ど
で
容
器
が
転
倒
し
た
り
、

落
下
物
に
よ
っ
て
容
器
が
壊
れ
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
ロ

l
ン
返
済
で

因
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
①
不
況
に
よ

る
倒
産
な
ど
勤
務
先
の
事
情
に
よ
り
返

済
が
困
難
に
な
り
、
②
年
収
倍
率
(
年

収
/
年
間
総
返
済
額
)
が
4
倍
以
下
で
、

③
返
済
条
件
を
変
更
す
れ
ば
、
今
後
の

返
済
を
継
続
で
き
る
人
に
つ
い
て
、
返

(有)

(有)

。対

骨対

松

12月21日出

12月23日(月)

12月28日出

済
期
間
を
叩
年
間
延
長
す
る
こ
と
な
ど

の
救
済
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
四
国
支
庖

8
0
8
7
・
8
2
5
・
0
5
1
4

愛
媛
労
働
局
か
5
の
お
知
5
せ

.
雇
用
保
険
料
率
の
改
定

日
月
1
日
か
ら
一雇
用
保
険
料
率
が

1
0
0
0
分
の

2
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
引
き
上
げ
分
の
内
訳
は
、
事
業

主
と
被
保
険
者
が
そ
れ
ぞ
れ

1
0
0
0

分
の

l
ず
つ
で
、
被
保
険
者
が
負
担
す

べ
き
雇
用
保
険
料
額
を
定
め
た
「
一
般

保
険
料
額
表
」
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

給
与
か
ら
控
除
す
る
際
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

。
保
険
料
の
追
加
徴
収

各
個
別
事
業
主
に
は
ロ
月
中
旬
郵
送

に
よ
り
納
付
金
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
、

平
成
日
年
1
月
末
ま
で
に
同
封
の
納
付

書
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

労
災
巴
健
康
保
険
は
使
え
ま
也
九

労
働
災
害
に
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ

ん
。
労
働
災
害
の
受
診
は
労
災
保
険

で
!

正
し
い
保
険
で
、
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

労
働
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
所

轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
「
労
働
者
死

(有)

件対

:([面
I/l!.;、

f在

キサ

シミ二
口

12月29日(日)

12月31日ω

12月30日(月)

1月1日休)

傷
病
報
告
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局

企

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

お
お
す
赤
煉
五
館
ご
案
内

V
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
企
画

「
時
代
を
刻
ん
だ
名
機
た
ち
」

日
月
お
日

ωー
ロ
月
8
日
田

V

「
レ
ン
ガ
の
あ
る
風
景
」
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
展

ロ
月
日
日
同

l
u月
却
日
同

※
ロ
月
初
日
1
1
月
3
日
は
休
館

展
示
時
間
午
前
川
時
j
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

一

昨
日
と
何
か
が
違
う
つ
:
帰
宅
時
、

圃
い
つ
も
明
る
い
建
物
が
今
日
は
真
っ
暗

唱
で
、
近
く
の
自
動
販
売
機
の
光
が
と
て

一
も
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
少
し
し
て
大

園
洲
警
察
署
(
建
物
)
の
新
築
移
転
に
気

一
づ
き
、
さ
っ
そ
く
次
の
日
撮
影
に
行
つ

-
て
き
ま
し
た
。
新
庁
舎
は
広
々
と
し
て

国
明
る
く
、
玄
関
周
り
に
は
昔
な
が
ら
の

一
な
ま
ご
壁
が
あ
し
ら
わ
れ
、
近
代
的
で

園
こ
だ
わ
り
の
あ
る
建
物
で
し
た
。
(
や
)

側

(有)

松

I成

::k 
口

村

中

1月2日休)

1月5日(日)
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内
相 談 内 t円相宜 日 時 な と 場 所 t;s. ど 聞い合わせ先

交通事故相談 12月 9 日(月 ) / 10 時~ 15 時 市役所3階会議室 総務財政課交通安全係
(愛媛県) 1 2月 25 日(水) / 1 0 時~ 1 5 時 市役所2階会議室 fi 24-2111 内線323

人 *t霊 本目 談 12月 13日(金)/10時~正午 南久米公民館
急ぐときは法務局 宮 24-4155

(法務省) 12月 19日(木)/10時~正午 市役所2階会議室

人権擁護委員による 毎週月-水金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 fi 24-4155 

無 料 キ目 談 9 時~ 1 6 時(休日を除く) 人権相談室

fラ 政 キ目 談
12月 16日(月)/ 9時~正午 市役所2階会議室

急ぐときは fi 24-5072 (山本)
(総務省) まま24-4294(辻)

社会保険相談
12月 5 日(木)/ 1 0時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

12月 1 8日(水)/ 10時~15時30分 fi 089-925-5105 

不動産無料相談 12月 15日(日)/ 9 時~ 1 6 時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 fi 24-4452 

定期税務相談 12月 13日(金)/10時~ 1 5 時 大洲商工会議所 大洲税務署 fi24-3115 

一般相談 毎週月-水金曜日

心配ごと
法律相談 毎週火曜日 大洲市総合福祉

受付は総合福祉センター 1階
センター

介護相談 毎週木曜日
(相談室直通)

社会福祉協議会窓口まで
本目 談 合 23-0313

(相談時間) 10時~正午、 1 3 時~ 1 6 時 fi 23-5629 

(祝祭日 ・年末年始を除く)

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 fi 24-2111 内線 178

人権・同和問題 IL
毎日の執務時間中

大洲隣保館 fi24-6100 
関する何でも相談 大洲福祉会館 fi 25-0947 

青少年相談室 毎日の執務時間中 青少年センタ まま24-7830

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国iL大洲青年の家 宮 24-1414

案とー~、

ιー談本目

※いずれも無料です。お気軽にこ相談くださし、。
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「晩秋の参道J(撮影場所大洲市柚木)
二宮重高さん (東大別1)

入賞作品

大洲市内の交通事故市民の動き今月の納税は
10月末現在 昨年同期

件数 231 242 

負傷者 305 302 

死者 2 5 

平成14年10月31日現在

35人 (+2)

22人 (+2)

出生

死亡

39，241人(:tO)

18，712人 (+8)

20，529人 (-8)

14，745世帯 (:tO)

口

数

男

女

帯

人

世固定資産税 3期

16 

( )内は対前月比納期限は12月25日です
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